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・盛土・埋戻し土は、良質な花こう土を使用する。

盛土
切土

凡　例

・盛土及び埋戻し土は２０～３０ｃｍ毎に建設機械等で十分に締め固める。
・造成地に法面がある場合は３０°以内に整正する。
・造成高が道路高以上になる場合はレベル区間を１ｍ設ける。
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高松市国分寺町新名４４０番地９
西 井 俊 二土地家屋調査士

作製：令和　５年１１月２０日

・開発地内で支障となる既設構造物は撤去すること。
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凡例 鉄筋構造物２４Ｎ／ｍｍ

２

２
※コンクリート強度は無筋構造物１８Ｎ／ｍｍ

※鉄筋規格（ＳＤ３４５）

※伸縮目地
無筋構造物は施工間隔１０ｍ以内に１ヶ所
鉄筋構造物は施工間隔２０ｍ以内に１ヶ所
※隣接構造物がある場合はエラスタイト設置
※開発区域に隣接する構造物で均しコンクリ
ートが新設構造物に抵触する場合は、均し
コンクリートを撤去して、新設構造物の断
面内に巻き込まないように施工すること。
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重力式擁壁
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